
第
一
〇
二
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

よ
し

か
わ

か
ず

よ
し

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

吉

川

一

義

専
攻
学
科
目

フ
ラ
ン
ス
文
学

生

年

月

昭
和
二
三
年

一
月

略

歴

昭
和
四
五
年

五
月

東
京
大
学
文
学
部
仏
語
仏
文
学
専
門
課
程
卒
業

同

四
七
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
二
年

一
月

博
士
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
）
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学

同

五
二
年

四
月

東
京
大
学
文
学
部
助
手

同

五
三
年

四
月

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
講
師

同

五
六
年

四
月

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
助
教
授

同

六
三
年

四
月

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
助
教
授

平
成

五
年

四
月

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
教
授

同

一
八
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

同

二
四
年

四
月

京
都
大
学
名
誉
教
授
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博
士
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
）
吉
川
一
義
氏
の

P
roustetl’artpictural

（『
プ
ル
ー
ス
ト
と
絵

画
芸
術
』）
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

吉
川
一
義
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
二
〇
世
紀
文
学
を
代
表
す
る
小
説
家
マ
ル
セ

ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
研
究
者
と
し
て
国
際
的
に
令
名
が
高
い
が
、
二
〇
年
ほ
ど

前
か
ら
、
絵
画
が
プ
ル
ー
ス
ト
の
作
品
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
精
力
的
な
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
日
仏
両

語
で
発
表
し
て
き
た
。
本
書
（P

roustetl’artpictural,
Paris,H

onoré

C
ham

pion,2010

）
は
、
著
者
が
日
本
語
で
公
刊
し
た
二
冊
の
単
著
（
『
プ
ル
ー

ス
ト
美
術
館
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
九
月
、
及
び
『
プ
ル
ー
ス
ト
と
絵
画
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
を
総
合
し
て
構
成
を
組
み
か
え
、
必
要
な
修

正
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
研
究
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
日

本
語
の
前
二
著
作
の
評
価
は
日
本
国
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
本
書
は
フ
ラ

ン
ス
の
学
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
（
フ

ラ
ン
ス
学
士
院
）
が
、
吉
川
氏
の
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
に
対
す
る
長
年
の
貢
献
に

報
い
る
た
め
に
、
学
術
大
賞
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
顕
揚
賞
を
授
与
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

本
書
は
、
五
部
二
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
畢
生
の
大
作

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
は
多
彩
な
絵
画
の
宝
庫
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
絵
画
の
数
々
の
傑
作
―
―
た
と
え
ば
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
『
デ
ル
フ
ト
の

眺
望
』
―
―
が
言
及
あ
る
い
は
暗
示
さ
れ
、
叙
述
と
描
写
に
精
彩
と
奥
行
き
を

与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
物
語
全
体
の
構
成
と
進
行
、
さ
ら
に
は
作
者
の
芸
術

観
の
表
明
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
最
初
の
三
部
は
小
説

で
言
及
な
い
し
暗
示
さ
れ
る
画
家
及
び
そ
の
作
品
と
著
者
プ
ル
ー
ス
ト
の
関
係

を
論
ず
る
。
第
一
部
は
イ
タ
リ
ア
絵
画
（
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
ジ
ョ
ッ
ト
、
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
）、
第
二
部
は
フ
ラ
ン
ド
ル
・
オ

ラ
ン
ダ
絵
画
及
び
ス
ペ
イ
ン
絵
画
（
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
ハ
ル

ス
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
等
）、
第
三
部
は
フ
ラ
ン
ス
絵
画
（
モ
ネ
、
ギ
ュ
ス
タ
ー

ヴ
・
モ
ロ
ー
、
ア
ン
グ
ル
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
コ
ロ
ー
、
社
交
界
を
描
い
た
画
家

た
ち
と
絵
画
コ
レ
ク
タ
ー
等
）
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
第
四
部
は
、『
失
わ
れ
た

時
を
求
め
て
』
と
い
う
小
説
の
な
か
で
絵
画
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
、
い

か
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
担
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
。
最
後
の
第

五
部
は
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
作
品
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
架
空

の
画
家
エ
ル
ス
チ
ー
ル
と
そ
の
画
業
を
取
り
上
げ
、
エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
人
物
像

が
ど
の
よ
う
な
発
想
源
を
も
と
に
造
形
さ
れ
た
か
、
ま
た
彼
の
描
い
た
と
さ
れ

る
作
品
群
に
つ
い
て
、
小
説
の
言
語
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
架
空
の
画
面
が
ど

の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
は
小
説
で
い
か
な
る
役
割
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を
果
た
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
考
究
す
る
。

本
書
は
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
集
大
成
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
は
個
別
の

問
題
に
取
り
組
み
、
具
体
的
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
と
り

わ
け
、（
１
）
作
品
中
で
言
及
さ
れ
る
画
家
と
そ
の
作
品
の
同
定
、（
２
）
実
在

の
画
家
と
絵
画
は
作
品
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

提
示
の
様
態
と
そ
れ
が
作
品
の
構
成
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
と
っ
て
持
つ
意
味
、

（
３
）
芸
術
に
対
す
る
偶
像
崇
拝
的
態
度
と
真
の
芸
術
創
造
と
の
関
係
、（
４
）

エ
ル
ス
チ
ー
ル
と
そ
の
画
業
が
作
品
に
お
い
て
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
、
実
証
に
裏
付
け
ら
れ
た
数
々
の
創
見
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
小
説
の
中
に
画
家
と
絵
画
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
自
体
を
論
じ

る
た
め
で
は
な
く
、
作
品
の
要
素
と
し
て
小
説
の
目
標
に
奉
仕
す
る
た
め
で
あ

る
。
そ
の
た
め
問
題
と
な
る
絵
画
は
し
ば
し
ば
暗
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
正
体
が
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
吉
川
氏
は
、
作
品

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
作
品
の
原
画
ま
た
は
複
製
を
、
作

者
プ
ル
ー
ス
ト
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
確
か

め
る
た
め
、
一
方
で
は
、
彼
が
訪
れ
た
各
地
の
美
術
館
と
パ
リ
の
画
廊
、
彼
の

見
る
こ
と
の
で
き
た
展
覧
会
と
私
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
彼
が
参
照
し
た
画
集
・

専
門
書
・
論
文
を
、
ま
た
他
方
で
は
、
彼
の
手
紙
、
小
説
の
メ
モ
や
草
稿
を
徹

底
的
に
調
査
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
通
じ
て
多
く
の
作
品
を
同
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
絵
画
が
ど
の
よ
う
に
小
説
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
画
家
と
作
品
が
小
説
の
な
か
で
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
し
た
。

（
２
）
作
品
中
に
提
示
さ
れ
る
絵
画
は
、
そ
れ
と
し
て
名
指
さ
れ
、
精
細
な
描

写
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
画
家
の
名
前
だ
け
が
挙
げ
ら
れ
て
作
品
は
暗

示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
特
定
の
作
品
が
背
後
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
身
元
が
意
図
的
に
隠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
提
示
の
仕
方
の
違
い
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
モ
ネ
の
作

品
が
小
説
の
い
く
つ
か
の
場
面
の
描
写
の
背
後
に
あ
り
、
小
説
を
支
え
る
芸
術

理
念
の
重
要
な
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。

（
３
）
プ
ル
ー
ス
ト
自
身
、
大
の
芸
術
愛
好
家
で
あ
り
、
偶
像
崇
拝
的
と
さ
え

い
え
る
愛
を
絵
画
に
捧
げ
る
面
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
、
そ
の
側
面
を
作
品
の

登
場
人
物
の
一
人
、
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
好
事
家
シ
ャ
ル
ル
・
ス
ワ
ン
に
投
影

し
、
ス
ワ
ン
の
嗜
好
を
描
く
こ
と
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
名
画
の
豊
か
な
絵

巻
を
作
品
中
に
現
出
さ
せ
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
小
説
の
語
り
手
で
あ
り

主
人
公
で
あ
る
「
私
」
が
芸
術
的
に
成
長
を
遂
げ
る
に
つ
れ
て
ス
ワ
ン
に
向
け

始
め
た
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
も
詳
細
に
書
き
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重

性
こ
そ
が
、『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
と
い
う
小
説
を
、
真
の
芸
術
創
造
の
秘

密
を
開
示
す
る
作
品
た
ら
し
め
て
い
る
こ
と
を
吉
川
氏
は
浮
き
彫
り
に
し
た
。

（
４
）
エ
ル
ス
チ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
架
空
画
面
の
い
く
つ
か
の
背
後

に
マ
ネ
、
タ
ー
ナ
ー
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ

一
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た
。
さ
ら
に
彼
の
美
学
を
集
約
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
海
洋
画
『
カ
ル

ク
チ
ュ
イ
港
』
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
ス
タ
イ
ル
を
精
密
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
エ
ル
ス
チ
ー
ル
の
美
学
が
作
家
プ
ル
ー
ス
ト
の
美
学
の
表
明
に
ほ
か
な
ら

な
い
こ
と
を
説
得
的
に
示
し
た
。

本
書
に
惜
し
む
べ
き
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
図
版
が
質
量
と
も
に
十
分
で
な

く
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
絵
画
の
特
徴
と
問
題
点
が
よ
く
読
み
と
れ
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
技
術
と
経
費
の
制
約
に
由
来
す
る
本
の
制
作
上

の
問
題
で
あ
り
、
研
究
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
お
と
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。

吉
川
氏
の
研
究
は
、
一
方
で
は
、
文
献
・
画
像
両
面
で
の
資
料
の
博
捜
、
他

方
で
は
、
明
快
で
透
徹
し
た
問
題
設
定
に
よ
っ
て
卓
越
し
た
成
果
を
挙
げ
、
世

界
の
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
に
画
期
的
な
寄
与
を
な
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
文
学
と

絵
画
の
相
互
交
渉
に
つ
い
て
も
斬
新
な
展
望
を
開
い
た
。
以
上
に
よ
り
、
吉
川

氏
の
研
究
は
日
本
学
士
院
賞
授
賞
に
値
す
る
。

一
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